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「私たちは一人ひとりの患者さんへ適切な薬物療法を支援します」をモットーに処方箋調剤、注射薬の 

一施行ごとの払い出し、特殊製剤、TPN の無菌調製、抗悪性腫瘍剤のレジメン登録およびミキシング、  

医薬品情報提供、薬物血中濃度モニタリング、麻薬・毒薬管理、新薬創生に寄与する治験薬管理を行って 

おります。また、全病棟に薬剤師を配置しており、薬学的知識を活かした処方提案、持参薬のチェック、 

薬剤管理指導業務など、医療チームの一員として薬にかかわるさまざまな業務を行っております。加えて、

各専門分野の認定を取得した薬剤師も養成しており、得られた情報を業務へフィードバックしております。  

このように薬剤部では日々進歩する薬物療法を適切に実施し、院内だけでなく地域の多職種と連携を図る

ことで、患者さんの早期の社会復帰に寄与できるよう取り組んでおります。  

薬剤部長 幸 邦憲  

 

 

チーム医療 薬剤部の業務 

専門・認定 

薬剤師 
薬薬連携 



 

■ 外来がん化学療法を受けられる患者さんについて 

 

２０１９年４月から、外科でがん化学療法を受けられる患者さんを対象として、お薬手帳へ治療内容を記載し、患者さんの了承が得られれば、保険薬局に病名・検査

値などの情報を提供するようにしました。今後はがん以外の疾患についても連携を行い、地域で患者さんをサポートできる体制を作りたいと考えています。薬薬連携を

テーマにした医療従事者向けの研修会も定期的に開催しています。★薬薬連携研修会について HP に詳細を掲載しております。 

 

【保険薬局の先生方へ】 

当院から情報提供を行った患者さんについて、保険薬局で得られた情報や伝達事項がありましたら、些細なことでも構いませんので、 

トレーシングレポートとして返信して頂きますようお願いします。トレーシングレポートの様式は自由ですが、以下の様式を使って頂い 

ても構いません。当院で登録されているがん化学療法のレジメンは以下のリンクからご参照ください。がん化学療法に関する問い合わせ 

は、薬剤師 塚原（つかはら）または原田（はらだ）宛てにお願いいたします。 

  トレーシングレポート様式 2020.6 [ＰＤＦ] [Ｗｏｒｄ] 

  がん化学療法院内登録レジメン 2020.9 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

■ ポリファーマシーについて 

 

当院では入院患者さんのポリファーマシー適正化に取り組んでおります。退院時には薬剤管理サマリーで入院中の処方調整歴とその要点について情報提供致します。 

薬剤管理サマリー発行時に返信用トレーシングレポートを添付しておりますので、処方調整後の状態等、保険薬局で得られた情報について、ご返信頂きますようお願い

致します。 

JCHO 下関医療センターにおけるポリファーマシー適正化の取り組みの紹介と薬剤管理サマリー返信用トレーシングレポートの運用について 

薬薬連携（病院薬剤師と保険薬局薬剤師の業務連携） 

△ このページのトップへ 

https://shimonoseki.jcho.go.jp/%e3%81%9d%e3%81%ae%e4%bb%96%e3%81%ae%e7%a0%94%e4%bf%ae%e5%8b%89%e5%bc%b7/
https://shimonoseki.jcho.go.jp/wp-content/uploads/2020/06/Tracing-PDF.PDF
https://shimonoseki.jcho.go.jp/wp-content/uploads/2020/06/Tracing-WORD.doc
https://shimonoseki.jcho.go.jp/wp-content/uploads/2020/09/SMC-gan.pdf
https://shimonoseki.jcho.go.jp/wp-content/uploads/2021/06/unyou.pdf


 

調剤室   薬品管理室   病棟業務・服薬指導  入退院支援センター  ＤＩ（医薬品情報提供） 

抗がん剤混注   無菌調製   特殊製剤 

薬物血中濃度モニタリング   医薬品管理・発注   治験  症例検討会 

 

調剤室 

調剤室では、主に入院処方の内服・外用薬の調剤をしています。プリンタから処方箋と薬袋が発行されると、処方内容のチェック（薬物相互作用や併用禁忌など）を行

い、錠剤散剤、水剤を取り揃えて調剤したのち、リスクマネージメントの立場から別の薬剤師が、再度処方内容、薬品の種類、規格、数など総合的に判断しております。

また、全自動分包機を導入しており、一包化をスムーズに行う環境も整っています。 

 

薬品管理室 

注射薬の調剤では、一施行毎・一患者さん毎にとりまとめてセットし、病棟へ送っています。 調剤者は、配合変化は問題ないか、投与ルートが安全かどうかなど、 

処方内容に問題ないか確認を行い、注射薬を取りそろえた薬剤師と別の薬剤師が監査を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調剤室 薬品管理

全自動分包機 

薬剤部の業務 



病棟業務・服薬指導 

各病棟に担当薬剤師を配置しております。各診療科のカンファレンスにも参加し、医師や他の医療スタッフと話し合いながら、患者さんの薬物療法全体を検討し、 

患者さんに服薬指導を行っております。入院時には、持参薬の鑑別を行い、自宅から退院までの薬物管理を行っております。 

 

入退院支援センター 

薬剤部では、手術や検査の決まった患者さんと入院前に面談し、お薬手帳の情報を基に現在使用しているお薬の内容やアレルギー歴などについて確認しています。 

また、服薬状況や日常生活での問題点・理解力などを確認し、退院後の日常生活に早期に対応できるよう支援しています。 

 

ＤＩ(医薬品情報提供) 

ＤＩ業務では、さまざまな医薬品に関する質問に対応しております。特に、緊急安全性情報などは院内ＬＡＮを用いて全ての先生へ伝達しております。 

また、中毒情報の対応なども行っております。 

 

抗がん剤混注 

化学療法管理委員会で登録されたレジメンに基づき、事前に患者さんごとに提出されたプロトコールの監査を行います。抗がん剤投与当日、医師から調製依頼が 

オーダーされた処方を安全キャビネット内で調製します。 

 

無菌調製 

クリーンベンチ内で無菌的に高カロリー輸液のバッグへ必要な薬品を混注します。市販品では対応できない患者さんの高カロリー輸液を作成しています。 

また、点眼液など無菌的調製が必要な院内製剤に関してもクリーンベンチ内で無菌調製を行っています。 

 

特殊製剤 

市販されていない薬剤、たとえば、ピオクタニン軟膏、ヒドロキノン軟膏、ネオブロー氏液などを調製します。 

薬剤師の大切な職能のひとつですが、近年は PL 法の関係で、市販されているものに関しては市販品を購入することにしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物血中濃度モニタリング 

薬物血中濃度モニタリングは薬物血中濃度の治療域と中毒域が接近している薬剤に対して、安全な投与量・投与方法を医師へ処方提案を行う業務です。 

当院では、注射用バンコマイシンに対して、ＴＤＭ解析ソフトを用いて行っております。 

 

医薬品管理・発注 

医薬品の発注、在庫管理も重要な業務です。薬物治療が円滑に行えるように、影で支えております。 

 

治験 

治験支援センターは、治験事務局・治験コーディネーター(CRC)・治験薬管理部門に分かれています。治験業務は多岐にわたりますが、薬剤師の職能を生かし、 

治験を科学性、倫理性、信頼性を確保しながら、治験実施体制を整備して、質の高い治験を円滑に実施していけるよう、日々業務に取り組んでおります。 

→治験支援センターについてはこちら 

 

症例検討会 

薬剤部では、毎月発表会を行なっています。その他、院内の勉強会や学会でも発表しています。 

DI 服薬指導 

抗がん剤の調製 

△ このページのトップへ 

http://shimonoseki.jcho.go.jp/%E6%B2%BB%E9%A8%93%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC/


 

院内の専門チームに薬剤師も多く参加しております。 

 

ＮＳＴ（栄養サポートチーム）ラウンド 

栄養管理は全ての患者さんの治療・ケアの基本です。適切な栄養管理には主治医だけでなく看護師、管理栄養士、薬剤師など 

多くのスタッフの協力と連携が必要です。当薬剤部ではＮＳＴ専門療法士 1名を有し、栄養管理にあたっています。 

→栄養サポートチームについてはこちら 

 

 

ＩＣＴ（感染制御チーム）ラウンド・ＡＳＴ（抗菌薬適正使用支援チーム）カンファレンス 

感染症の発症を未然に予防、また発生した感染症が蔓延しないよう早期に制圧することを目的に、環境ラウンドへ参加し各部署の感染管理状況の監視、 

消毒薬を含めた薬剤の管理などを行なっています。また、抗菌薬の使用適正化を推進し、薬剤耐性菌を増やさないために、特定の抗菌薬使用症例について 

週２回のカンファレンス、主治医への情報提供や抗菌薬の使用状況の統計報告を行っています。 

 

 

緩和ケアラウンド 

がん患者の苦痛を取り除き、自分らしい生活を送れるようにチーム医療の一員として支援しています。毎週水曜日、医師・がん性疼痛認定看護師・ 

管理栄養士・社会福祉士とともに、麻薬使用患者を中心にラウンドし、麻薬・鎮痛補助薬の提案や注意喚起、副作用の確認、対策指示などを行っています。 

 

 

褥瘡ラウンド 

当院では皮膚科専門医や皮膚排泄ケア認定看護師を中心に、週に一度の褥瘡回診を行っています。週ごとに同じ患者の創部変化を 

自分の目で確認し、創部に合った薬剤を直接医師へ提案することで治療に貢献できる点に、薬剤師としてやりがいを感じます。 

チーム医療 

https://shimonoseki.jcho.go.jp/%e6%a0%84%e9%a4%8a%e3%82%b5%e3%83%9d%e3%83%bc%e3%83%88%e3%83%81%e3%83%bc%e3%83%a0/


糖尿病ケアサポートチーム 

院内外の糖尿病患者を対象に、医師・看護師・検査技師・栄養士・運動療法士とともに、チームで、食事・運動・薬物療法・フットケア 

などを行っています。糖尿病教室は少人数制でテーマ毎に毎日行われています。薬剤師はインスリンや内服薬だけでなく、糖尿病全般に 

ついての情報提供も行っています。 

 

 

ＴＱＭ（Total Quality Management）活動 

患者さんにより良い医療を提供できるよう、他職種と連携して様々な活動に取り組んでいます。 

現在のテーマはＰＢＰＭ（Protocol Based Pharmacotherapy Management）の実践です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ このページのトップへ 



 

市民公開講座                         

市民の皆様へ健康に関する様々な情報をお届けする健康教室「健康横丁」を、現在当院公式 LINE で配信しています。 

 

 

 

 

 

日本病院薬剤師会がん薬物療法認定薬剤師：１名 

日本病院薬剤師会日病薬病院薬学認定薬剤師：２名 

日本薬剤師研修センター認定実務実習指導薬剤師：４名 

日本臨床薬理学会認定ＣＲＣ：１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本臨床栄養代謝学会 NST 専門療法士：１名 

日本循環器学会心不全療養指導士：１名 

山口県糖尿病療養指導士：１名 

山口県肝疾患コーディネーター：１名 

当院では、毎年６年制の実務実習教育も

受け入れております。薬剤部見学も随時対

応しておりますので、ぜひお越しください。 

→採用情報はこちら 

 

その他の活動・イベント 

専門・認定薬剤師 

 

 

△ このページのトップへ 

https://shimonoseki.jcho.go.jp/%E3%83%A1%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AB%E3%83%AB/

